
〇市全体の観光客入込数は206.7万人で、コロナ拡大前の令和元年（2019年）の過去最高の観光客入込
 数（221.5万人）の93％となりました。
 

〇前年から増加した要因としては、５月に新型コロナウイルス感染症が５類へ移行したことなどを背景
 に、「恐竜博物館周辺」、「スキージャム勝山周辺」、「加越国境周辺（取立山など）、九頭竜川周
 辺（アユ釣り、道の駅）」などで観光需要が回復に向かい、全体の入込数を大きく押し上げました。

１．観光客入込数

観光客入込数は、206.7万人。令和4年比67.7万人増加（+48.7%）
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■恐竜博物館周辺...福井県立恐竜博物館、野外恐竜博物館、ディノパーク、どきどき恐竜発掘ランド
■スキージャム周辺...スキージャム勝山、温泉センター水芭蕉(観光客推計)、雁が原スキー場（令和元年まで）
■平泉寺周辺...平泉寺白山神社、白山平泉寺歴史探遊館まほろば等
■まちなか周辺...はたや記念館ゆめおーれ勝山、花月楼、年の市、勝山左義長まつり
■越前大仏・勝山城博物館周辺...越前大仏、勝山城博物館等
■その他...加越国境周辺（取立山など）、九頭竜川周辺（アユ釣り、道の駅）

２．エリア別の観光客入込数



〇宿泊客数は増加傾向にあり、平成27年(2015年)から令和元年（2019年）までに2万人以上増加してい
 ます。
〇しかしながら、観光入込客数に占める割合で見ていくと、
 平成27年(2015年)から令和元年（2019年）までの間に3.9
 ％から4.6％の微増となっており、観光入込客数の増加と
 比較して、宿泊客数が伸び悩んでいることが分かります。

３．宿泊客数

４．外国人宿泊客数（インバウンド）
〇平成28年(2016)以降、2,000人台を推
 移しています。
〇新型コロナウイルスの影響を最も受け
 ており、令和4年（2022年）において、
 観光入込客数が93％まで回復している
 のに対して、インバウンドは回復して
 いません。
〇国籍別で見ると、その大半をアジア諸
 国が占めています。

出典：勝山市観光振興ビジョン



〇平成26年(2014)に3,000人を超えて以降、コロナ拡大前まで3,500人前後を推移しています。
〇コロナ拡大前の利用者の状況は、県外からの利用者が半分を超えている一方で、市内団体や市外の
 利用者は20%程度となっています。
〇令和4年度以降は施設を中止しているため、統計データはありません。

５．東山いこいの森の利用者数


